
⽇本ポリアミン学会第 15 回（2023 年度）評議員会議事録 
 
⽇時: 2023 年 12 ⽉ 22 ⽇(⾦) 11:30〜13:20 
場所: 明治薬科⼤学フロネシス棟 8111 室 
出席者 
松藤千弥、五十嵐一衛、大島泰郎、岡孝己、柏木敬子、河合剛太、栗原新、高橋卓、藤原伸介、

村井法之、大城戸真喜子（会計） 

 
議案 1．新評議員の選出 
 2023 年度いっぱいで川喜⽥正夫先⽣および鈴木秀之先生が評議員を退任される。また  

五⼗嵐⼀衛先⽣、柏⽊敬⼦先⽣も同様に退任予定である。 
 評議員会おいて推薦新評議員は最多で４名を決定するが、新評議員の選出⽅法、評議員会の運

営の仕⽅を含め検討し、新しくできたルールの下新評議員の選出と運営を⾏うこととした（検
討中）。 

 
議案 2. 2026 年度年会担当役員の選出 
 2026 年度年会担当役員は、国 際 医 療 福 祉 ⼤ 学 (成 ⽥ 市 )の ⻄ 村 和 洋 ⽒ が 選 出 さ れ た 。 
 
議案 3. 事業報告 

1）第 14 回年会を現地開催（担当役員：松本靖彦 ⽒ 明治薬科⼤学）。 
2) 会員数・会費納⼊状況 
3) 2023 年度の学会誌の発⾏予定（企画運営委員会編集委員会） 
4) 趣意書改訂検討中（企画運営委員会広告委員会） 
5) ⽇本ポリアミン学会ロゴマーク使⽤規則作成（企画運営委員会） 
事業報告が承認された。 

 
議案 4. 会計報告 

1) 2022 年度決算および監査報告 
2) 2023 年度執⾏状況 
3) 2024 年度予算 

会計報告が承認された。 
 

議案 5. 事業計画 
 1) 年会の開催  

・2024 年度は「ポリアミン国際会議 2024 第 7 回⼭⽥シンポジウム」（神⼾市）を開催 
 ＊通常年会は開催しない。 
・第 15 回(2025 年度）年会 年会担当役員 北⾥⼤学（相模原市)安元 剛 ⽒ 
・第 16 回（2026 年度）年会 年会担当役員 国 際 医 療 福 祉 ⼤ 学 (成 ⽥ 市 )⻄ 村 和 洋 ⽒  

2) 国際会議の開催 
    ポリアミン国際会議 2024 第 7 回⼭⽥シンポジウム(議⻑：藤原 伸介 ⽒（関⻄学院

⼤）、副議⻑：栗原 新（近畿⼤学）をとして神⼾で開催） 
3) 広報活動 

    ・学会誌の発⾏（1〜２回/年予定）  
    ・学会ホームページの随時アップデート 
    ・学会の社会に向けた発信（インボイス制度、倫理綱領、ヒトを対象とする⽣命科学・医学

系研究に関する倫理指針等に該当する研究活動についての⽴場表明） 
事業計画が承認された。 

 
 



議案 6. 学会の倫理綱領およびヒトを対象とする⽣命科学・医学系研究に関する倫理指針
等に該当する研究活動についての⽴場表明 
⽇本ポリアミン学会 倫理綱領について、会員からの意⾒募集および評議員による検討を
⾏い作成した。 
 
議案 7. ⽇本ポリアミン学会利益相反規定の作成について 
利益相反規定の作成にあたり、利益相反委員会を組織した。 
メンバー 
⾼尾浩⼀先⽣（城⻄⼤学）、⽥島彩沙（慈恵医⼤）、松本靖彦（明治薬科⼤）、⼤城⼾真喜⼦
（慈恵医⼤）、森屋利幸（共和化⼯）、栗原新（近畿⼤学） 
 
議案 8. 学会ロゴマーク使⽤規則作成について 
企画運営委員会で作成した学会活動等におけるロゴマーク使⽤規則が承認された。 
 
議案 9.会則と規則の位置づけの変更について 
これまで学会の規則は会則の中に含めて表記していたが、規則が増えてきたため、規則を
会則から分離することとした。これに伴い会則を⼀部変更した。 
具体的には、第７章⽇本ポリアミン学会公印管理使⽤規則を削除して会則から分離し、会
則の後に表記した。 
会則以外の規則・細則は評議員会での議決によって決定される。決定された規則・細則は
会員へ周知される。 
 
これらは承認された。 
 
議案 10. インボイス制度について 
⽇本ポリアミン学会は収益事業を⾏っていない⾮営利団体であり、インボイス登録は⾏っ
ていない。学会費は不課税（課税対象外）である。原則として事業者には消費税の納税義
務があるが、免税事業者（課税売上⾼が 1000万円以下の事業者が該当）は、消費税納税
義務が免除される。⽇本ポリアミン学会は免税事業者に該当し消費税納税を⾏っていない
ため、対価性を伴う収⼊に対しても特に消費税分を請求してこなかった。しかし、消費税
法第 4条において、「国内において、事業者が⾏った資産の譲渡等には、消費税を課する」
ことが法定されていて、消費税法第 4条を逆の視点から考えると、免税業者が消費税を請
求しないことは消費税法第 4条に反する違法⾏為となる、という法解釈が適当である。そ
こで対価性を伴う収⼊にたいしては消費税分を請求する。インボイス登録を⾏っていない
ことで、取引相⼿事業者様には取引価格を下げられるという不利益が発⽣する。⽇本ポリ
アミン学会としては、収益事業を⾏っていない⾮営利学術団体である旨を、真摯に丁寧に
説明しご理解いただけるよう努めていく。 
上記は承認された。 
 
議案 11. 賛助会員⼊会希望企業について 
栗原先⽣より株式会社KINSの賛助会員としての⼊会を推薦したいとのことで、推薦状が
提出された。 
株式会社KINSから賛助会員としての⼊会申請があった場合は、承認することとした。 
 
議案 12. 学会事務局移転について 
現事務局は東京慈恵会医科⼤学分⼦⽣物学講座であるが、2024 年の国際学会終了以降は
新事務局で運営することとした。新事務局の決定にについて検討中である。 
 
その他 



第 15 回総会議⻑および副議⻑候補の選出 
議⻑ ：関⻄学院⼤学 ⽣⽥宗⼀郎  ⽒ 
副議⻑：関⻄学院⼤学 前川 和葉 ⽒ 
承認された。 

以上 


